
福岡県私学協会　・　福岡県私学教育振興会

第７回　特別支援教育

協　　力

九州産業大学

後　　援

平成２８年１２月３日（土）　開催

実　施　要　項

主　催

（不登校・学習支援・就労支援・接続支援・関係諸機関との連携）

福岡県教育委員会　・　福岡市教育委員会　・　北九州市教育委員会

に関するセミナー

―　発達障がいのある児童・生徒への支援　―

福岡県　・　福岡市　・　北九州市

福岡こどもたちのセーフティネット研究会

主　　管

西日本短期大学附属高等学校・希望が丘高等学校

博多高等学校・立花高等学校
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申込〆切

申込方法

平成２８年１１月１８日（金）

折り込みの申込書（各校ホームページよりのダウンロード可）に必要事項
を記入の上、郵送あるいはＦＡＸにて申し込んで下さい。
また昼食につきましては九州産業大学の食堂を御利用下さい。

事務局： 〒811-0213　福岡市東区和白丘２丁目２４-４３④

第７回　特別支援教育
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無　料　　福岡県私学教育振興会助成事業

⑤ 日程説明・諸連絡 事務局

記念イベント

委員長あいさつ 立花高等学校

九州産業大学

③

学　　長

②

山本　盤男

全体司会

③ 校　　長 齋藤　眞人

① 開会宣言 博多高等学校 校　　長 八尋　太郎

立花高等学校「よさこい部」による演舞

Ⅰ 開会行事　　会場：１号館 ２階 Ｓ２０１番教室

日　時

　立花高等学校　セミナー事務局　　担当：濵本　まで

　ＴＥＬ：０９２-６０６-２７９２　　ＦＡＸ：０９２-６０６-２８４６

①

②

8：50日　程

申込先

九州産業大学　１号館 　　２階 Ｓ２０１番教室　及び　各分科会場

特別支援教育(不登校・学習支援・就労支援・接続支援・関係諸機関との連携)に関心のある
教育関係者及び関係諸機関、保護者、学生　等どなたでも参加できます。

（不登校・学習支援・就労支援・接続支援・関係諸機関との連携）に関するセミナー

―　発達障がいのある児童・生徒への支援　―

実　施　要　項

会　場

主　旨 　近年、不登校や社会的不適応の背景に発達障がいや心身症などに悩む若者が増えていま
す。また、学習困難やいじめ、或いは家庭環境による二次障害などにより、学校教育や就職
離脱の若者が増加し、今後の日本社会に大きな影響を及ぼすことにもなりかねません。この
ため、学校教育をはじめとして、家庭・福祉・労働・医療・社会等の広範囲な領域における
連携が重要な課題となっており、理解者及び指導者の育成が急務となっています。
　本セミナーでは、この問題の研究、実践及び実態に関する情報の共有や啓発を図ると共に
子どもたちの健やかな成長を願い、支援するためのセーフティーネット構築を目指した学び
の場となることを切望しています。

平成２８年１２月３日（土）　９：２０　～　１７：００
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※　当日収容人数の関係から、定員６００名にて締め切らせて頂きます。
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指　導　員 山﨑　遥香　先生

理　事　長 大島　律子　先生

入学広報部担当部長

第５分科会　「就労支援」～ 高等学校・特別支援学校による実践 ～

第６分科会　「就労支援」～ 就労支援施設等による実践及び企業側の視点 ～

立花高等学校 支 援 部 長 新里　　誠　先生

実践発表Ａ 進路指導主事 寺本　真一　先生

中島　　武　先生

トータルライフサポート　渢 代　　　表 村尾　勝秀　先生

実践発表Ａ 春日市教育支援センター 指　導　員 藤田　幸子　先生

実践発表Ｂ

第８分科会　「関係諸機関との連携」～ 関係諸機関の実情及び連携のあり方 ～

第７分科会　「接続支援」～ 学校間及び学校・企業間による接続の実践 ～

九州産業大学 学生カウンセラー 幸地　英理子　先生

実践発表Ａ コンピュータ教育学院 募集担当部長 白水　和志　先生

名古屋市子ども適応相談センター

第２分科会　「不登校」～ 学校や支援施設等による特色ある実践 ～

所　　　長実践発表Ａ

代　　　表 八尋　健次　先生

実践発表Ａ 株式会社　障がい者つくし更生会 専務取締役 那波　和夫　先生

教　　　諭

実践発表Ａ 北星学園　余市高等学校 校　　　長 安河内　敏　先生

秋桜高等学校実践発表Ｂ

実践発表Ｂ

第３分科会　「学習支援」～ 発達障がいのある生徒への学習支援 ～

Ⅱ 基調講演　　会場：１号館 　　２階 Ｓ２０１番教室
演　題

スマホ時代の教育のあり方　―　変わる社会と変わらぬ学校　―

【プロフィール】

Ⅲ

講　師 東京大学 先端科学技術研究センター　　教授　中邑　賢龍　先生

分科会シンポジウム 及び グループ自由討議

昨年度の基調講演にて大盛況を頂き、引き続き話を伺いたいというご意見を多数頂きました。そこで、今年
度は上記のテーマの下、更に研究・実践を積まれた、中邑先生の講演を再度予定しております。

　テクノロジーを人の能力の一部に取り込むことを前提にした教育について研究を続けている。日本
財団と東京大学先端科学技術研究センターとの共同プロジェクトとして、2014年にスタートした異才
発掘プロジェクト「ＲＯＣＫＥＴ」のディレクター。ＲＯＣＫＥＴでは、突出した能力はあるものの
現状の教育環境に馴染めず、不登校傾向にある小・中学生を選抜し、継続的な学力保障及び生活のサ
ポートを提供している。将来の日本をリードし、イノベーションを起こす可能性のある異才を育む教
育環境を通して、創成することを目指した取り組みが今、大きな注目を集めている。

第１分科会　「不登校」～ 生徒たちとの関わりの中での実践 ～

埼玉県教育委員・開善塾教育相談所 相 談 部 長 藤崎　育子　先生

実践発表Ａ

クラーク記念国際高等学校 学習心理支援カウンセラー

浦田　直樹　先生

教　　　諭

小山　　民　先生

太宰府市立　大宰府中学校

実践発表Ｂ

田原　佑美　先生

山田　健司　先生

教育
コンサルタント 平栗　将裕　先生

森　　敬之　先生

教　　　諭

実践発表Ｂ

実践発表Ｂ

実践発表Ｂ

実践発表Ｂ

学校法人角川ドワンゴ学園Ｎ高等学校

北九州高等学園

オーガニックパパユニティ

実践発表Ａ 東京家学

第４分科会　「学習支援」～ 不登校の子どもたちへの学習支援 ～
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武田　正道

西日本短期大学附属高等学校 進路指導部 畑江　孔士朗

九州産業大学

元小学校教諭　公益社団法人福岡県人権研究所 事　務　局 峰　　司郎

バス 天神郵便局前（18Ａのりば）

　（急行）新宮・緑ヶ浜行き

天神日銀前（19Ａのりば）

　（急行）赤間営業所行き

九州産業大学南口　下車

大輪　麻衣

問い合わせ先

教　　　諭 米倉　　佑

立花高等学校 教育相談部長

〒811-0213　福岡県福岡市東区和白丘2丁目24-43

教　　　諭

山城　賢太

希望が丘高等学校 総合学科長

〒813-8503

福岡県福岡市東区松香台2-3-1

ＴＥＬ：０９２-６７３-５０７２（教務部）

綾部　武典

博多高等学校

セミナー事務局

博多高等学校 教　　　諭

博多高等学校 教　　　諭

立花高等学校

ＪＲ 博多駅

鹿児島本線上り普通

九産大前駅　下車

九州産業大学 教　務　部 植村　浩太郎

教 務 部 長 秋山　　優

E-mail 　info@tachibanahs.ac.jp

ＴＥＬ：０９２-６０６-２７９２ ＦＡＸ：０９２-６０６-２８４６

立花高等学校　濵本

香葉村　真由美

顧　　問 九州産業大学

森田　修示

八尋　太郎

立花高等学校 校　　　長 齋藤　眞人

実行委員会

副委員長 博多高等学校 校　　　長

委 員 長 西日本短期大学附属高等学校 校　　　長

実行委員 九州産業大学 教務部係長 一ノ瀬　大一

副　校　長 樋口　文則

九州産業大学 教　務　部 池永　有輝

西日本短期大学附属高等学校

立花高等学校 教　　　頭 片山　裕一

希望が丘高等学校 総 務 主 事 中西　康暢

福岡市立　元岡小学校 教　　　諭

西日本短期大学附属高等学校 教 務 部 長

堺　　光二

服部　英喜

希望が丘高等学校 教　　　諭

会場周辺地図

事 務 局 立花高等学校 教　　　諭 濵本　秀伸

立花高等学校

岩切　大祐

事　　　務

立花高等学校 教　　　諭 藤田　裕子

吉田　知子

こちらが当日の
会場となります。
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所属・団体名

ＦＡＸ番号：０９２－６０６－２８４６　　　立花高等学校　　事務局　担当：濱本

※この個人情報は、本セミナーに関することのみに使用し、セミナー終了後破棄致します。

※　駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用下さい。

　TEL:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX:

　区分 ： 幼稚園職員・保育園職員・小学校職員 ・ 中学校職員 ・ 高等学校職員 ・ 特別支援学校職員 ・ 大学教職員 ・ 保護者

　　　　  学生・教育機関 ・ 支援機関 ・ 行政機関 ・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

お　名　前 役　職 希望される分科会　（□にチェックを入れて下さい。）

所属・勤務先

連絡先
（電話番号）

□自宅　　□職場
□携帯　　□その他

　TEL:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FAX:

希望される分科会 　（□にチェックを入れて下さい。）

◎　団　体　申　し　込　み　用　（区分に○を付けて下さい。）

特別支援教育に関するセミナーに参加を申し込みます。

代表連絡先
（電話番号）

□職場
□携帯

第７回　特別支援教育に関するセミナー　参加申込書
平成28年12月3日（土）　　　　　　会場 ： 九 州 産 業 大 学

◎　個　人　申　し　込　み　用　（区分に○を付けて下さい。）

特別支援教育に関するセミナーに参加を申し込みます。

お名前

　区分 ： 幼稚園職員・保育園職員・小学校職員 ・ 中学校職員 ・ 高等学校職員 ・ 特別支援学校職員 ・ 大学教職員 ・ 保護者

　　　　  学生・教育機関 ・ 支援機関 ・ 行政機関 ・ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

役　職

※　ご希望頂いた以外の分科会に関しましても、参加可能です。

希望される
分科会


